
授業科目名 保健医療福祉のしくみ

単位 ―

時間数 19時間 学年 1学年

授業形態 講義 開講時期 前期～後期

（健康と保健・医療・福祉） （社会保障と社会福祉のしくみ）

1．健康とは 1．社会保障・社会福祉の概念

2．健康をまもるしくみ 2．社会保障の歴史

3．生活をまもるしくみ 3．わが国の社会保障制度

（公衆衛生と保健のしくみ） 4．社会保険

1．公衆衛生・保健とは 5．公的扶助

2．人口と衛生・健康の指標 6．社会福祉

3．保健活動

4．環境と食品衛生

５．感染症の対策

（医療のしくみ）

1．医療とは

2．医療を提供するしくみ

3．医療を保障するしくみ

4．国民医療費の動向

テキスト 新看護学4　保健医療福祉のしくみ/看護と法律　医学書院

評価の方法・基準 筆記試験（100点）

担当者 滝川　洋子

授業の到達目標

授業の概要

授業計画

従来の医療施設中心の活動から訪問看護活動をはじめとして、福祉の領域との連携活
動が多くなることが予測される。介護サービスとの連携は特に重要であり、これら諸活動
についての知識と理解を学ぶ。

人は疾病や障害により健康だけでなく生活も損なう。患者の社会的な背景を理解し、幅
広い視点で看護を実践できるよう、看護にかかわりが深い制度に重点を置き学ぶ。


